




時間帯の目安

燃油サーチャージについて 国内空港施設使用料・海外空港諸税について

　国内空港施設使用料（税込み）

成田国際空港施設使用料（大人2,610円）、羽田国際空港施設使用料（大人
2,570円）、関西国際空港施設使用料（大人3,040円）、中部国際空港施設使用料
（大人2,570円）は旅行代金に含まれておりません。旅行代金とあわせてお支払いく
ださい。※成田、関西空港の料金には旅客保安サービス料が含まれています。

　海外空港諸税

渡航先の国又は地域によっては、その国の法律などにより渡航者個人に対して 
空港税等（出入国税、空港施設使用料、税関審査料）などの支払いが義務付
けられています。当プログラムの旅行代金には海外空港諸税は含まれておりませ
ん。旅行代金とともにお支払いください。複数の国や都市に渡航する旅程では、
海外空港諸税はその都度必要となります。また、利用する航空便の経由する空
港や国・都市の通過経路によってその合計額が異なる場合がありますので、お問
い合わせ時に、所要額詳細をご利用便ごとにご案内いたします。

　燃油サーチャージとは

燃油サーチャージとは、原油の高騰に伴って、航空会社の
企業努力で吸収しきれない燃油価格の一部を、乗客の皆
様にご負担いただく追加運賃のことです。本来であれば、燃
料経費は航空運賃に含まれるものですが、燃油価格の激し
い変動に対応するため、また、お客様に分かりやすくご提示
するために、通常の航空運賃とは別に徴収されるものです。
国土交通省は、燃油価格が一定水準に戻るまでという廃
止条件を明確にし、通常の運賃に付加して、全てのお客様
に一律ご負担頂くという新しい形式のこの追加運賃を認可
いたしました。つまり、燃油価格が下落した際には引き下げ、
または廃止されますが、逆に燃油価格の高騰が続けば負担
額がさらに増えることもあります。　また、燃油サーチャージは
航空会社により金額が異なります。

　当プログラムでの取り扱い

燃油サーチャージ額は各料金表の下に目安額を別途表
示しております。
航空会社、利用区間ごとに異なりますのでお問い合わ
せ時にご案内させていただきます。
当プログラムの基本旅行代金には燃油サーチャージは
含まれておりませんので旅行代金と合わせてお支払い
下さい。
原油価格の高騰により契約成立後に燃油サーチャージ
が増額されば場合には不足分を追加徴収させていただ
き、減額された場合には減額分を払い戻し致します。

ーの詳細･スケジュール･料金等は現地にてご確
認ください。また、バンジ－ジャンプなど通常の海
外旅行保険ではカバーできない種類もあり、万一
事故があった場合、当社の特別補償保険の適
用範囲外となりますので、充分に考慮してご確認
の上ご参加ください。保険会社とよく相談された
後、運動危険割増特約などを付保されることを
お勧めいたします。

（5）休校日
現地の祝祭日および学校が独自に定める休校日
は授業が行われず、原則として他の日に授業振り
替えも行われません。入校日が休校日にあたる場
合は、月曜日は自由行動となり、火曜日から登校
となります。その場合の返金、振り替え授業はあ
りません。

　現地受入機関による契約解除

参加者が著しくプログラムの趣旨に反し、プログ
ラムの円滑な運営を妨げると判断される場合は
受入機関または受入家庭が滞在をお断りするこ
とがあります。また、語学学校等の規律を守らな
い場合や無断欠席をした場合も同様に以後の
授業への出席をお断りすることがあります。
いずれの場合も滞在費、授業料等の払い戻しは
いたしません。また、ホームステイに替えてホテル
滞在になった場合のホテル代や早期帰国等の
追加費用は参加者の負担となります。

　帰国日延長のお申し込みについて

お申込時、お客様のご希望により別途費用で、
旅行日程をのばして帰国日を延長する手配をお
受けすることができます。ご希望の内容によっては
満席などの理由で手配できないこともあります。
現地での追加の申し込みや変更は出来ません。
ご自身で個人的にされる場合は、万が一の緊急
対応のため、必ず日本の自宅に連絡先を届けて
いただくか、弊社あて現地連絡先を提出していた
だくようお願いいたします。

　空港送迎について

パンフレット記載のコースには全て往路分の空港
出迎えが付いています。場合により空港にて同じ
時間帯でご到着の方をお待ちいただくことがござ
います。あらかじめご了承ください。復路の送迎は
含まれておりませんので、ご自身で空港へ向かっ
てください。（交通費は参加者負担となります）

　各学校のデータについて

各コース毎のページに記載されている学校の内容
やデータは、あくまでも過去の統計に基づく参考
資料です。従って「必ず」や「保証」などの特記がな
い限り、お約束されている内容ではありません。また、
「学校選びのポイント」マークはパンフレット作成時
のデータに基づいています。

　その他

研修参加中に何か問題があった場合、帰国後の
お申し出では取り返しのつかないことが多いため、
現地での問題はすぐに学校の責任者またはアド
バイザーへ相談し、早めの問題解決を心掛けてく
ださい。外国では「沈黙」＝「不満無し」と解釈さ
れます。
また、滞在する地域は文化、習慣などが日本と異
なるということをご理解いただき、ご自身の行動に
は責任を持ち、節度ある行動と積極的なコミュニ
ケーションをもって、滞在が有意義なものになるよ
うにしましょう。

人たちが滞在しています。ルールを守り、他の人
の迷惑にならないようにしましょう。食事つきコー
スの場合セルフサービス方式が多く、レジデンス
のカフェテリアを利用します。食事なしコースは周
辺のレストランで外食するか、食べ物をテイクアウ
トしてくることになります。

（11）寮（レジデンス）から学校まで
ロケーションにより、歩いて行ける場所から公共
の交通機関を利用して1時間程かかる場所もあ
ります。交通費は参加者の負担となります。

（12）寮（レジデンス）での注意事項
入退寮時間や食事時間などについての規則が
あります。入寮時によく説明を聞いて規則は必ず
守ってください。規則に違反した場合、退寮処分
など厳格な対応がなされることがあります。この場
合の滞在費･授業料などの費用の返金は一切あ
りません。また、入寮時にデポジット（保証金）が
必要となる場合があります（US＄100～US＄200
程度）。お部屋に破損など問題がない場合は、
退寮時に全額返金されます。各コース設定の寮
が満室の場合、学校より寮の代案があります。そ
の際、滞在条件や料金が変わる場合はご案内
致します。

　研修参加の心得

（1）授業
原則的には授業は月～金の週５日で行われます。
土・日および祝祭日は休校となる為、授業は行わ
れません。（その場合の返金、振り替え授業はあり
ません。）研修初日にはレベル分けのテストが行わ
れ、自分にあったレベルで授業を受けます。日本
人の英語レベルは他国籍の人と比べて文法は
強く､リスニング・スピーキングが弱いといわれてい
ます。従ってクラス分けが初級から中級クラスに
固まってしまい､特に学生が集中する春・夏休み
の時期は､クラスメイトがほとんどまたは全員日本
人になってしまう事もあります。残念ながら日本人
が多いという理由での変更はできません。また、
レベル分けの結果、対象クラスがない事がありま
す。その場合はプライベートレッスンになり、レッス
ン数が少なくなる場合があります。レッスン回数は
グループレッスン費用をもとに算出されます。

（2）研修校担当者
語学研修中は､各学校の担当スタッフが皆さん
の手助けをいたします。日本人アドバイザーがい
る学校もありますが､いない学校に関してもその
国の言葉を勉強しに来ているわけですから､遠慮
せずにわからない事はどんどんスタッフに相談しま
しょう。実際に授業を受けてクラスのレベルが自
分に合っていないと感じたら先生などに相談して
下さい。適切なアドバイスや対応をしてくれます。
但し､授業運営のやむを得ない事情により希望
に添えない場合もあるでしょう。しかし意思表示
のない場合は、「不満なし」と解釈されるのが常識
です。疑問や要望は日本にいる家族の人に言っ
ても心配させるだけですから､まずは学校のスタッ
フへ相談してください。

（3）宿泊担当者（アコモデーション・コーディネーター）
滞在先を手配する責任者です。滞在先に関する
ことは彼らに相談下さい。また､予期せぬ事情に
より、お約束している滞在条件を果たせない場合
も稀にあります（約束されている食事の提供を受
けられない等）。このような場合は、お早めに担当
者へ状況を報告してください。皆さんの方から申し
出がない限り、知らないままに研修が終わってい
たということになりかねません。

（4）課外活動（アクティビティー･プログラム）
各学校では自由時間を利用して、アクティビティー･
プログラム（ソーシャル･プログラム･エクスカーショ
ン等と呼ぶ事もある）と称する課外活動を行いま
す。これらは原則的に参加は任意であり、別料金
（ほとんど実費）を支払って現地で申し込みます。
このプログラムは学校主催のため、アクティビティ

を共に過ごすなど、家庭生活を体験させることに
ついては、ホストファミリーの厚意であり、契約上
約束されているものではありません。
受け入れ家庭にはいろいろなタイプの家庭があり
ます。共働きの若い夫婦、リタイヤした老夫婦、
子供がいる場合、いない場合、一人で暮らしてい
る場合、母子家庭等。また、人種も白人、黒人、
アジア系、南米系などさまざまです。宗教につい
ても各国・各家庭によって違います。家族構成や
人種、宗教、職業等の希望を出すことはできませ
んし、各受入機関によって決定された受入家庭
を上記の理由で変更・取消すことはできません。

（3）ホストファミリーの責務
プログラム内でご紹介するホームステイは、宿泊
のための部屋と食事を提供することのみを契約
内容として、滞在費や食費を支払う下宿型のペ
イイングシステムによるホームステイとなります。ペ
イイングシステムによるホームステイの場合、ホス
トファミリーは宿泊するための部屋と食事を提供
することについては義務を負っていますが、余暇を
共に過ごすなど、家庭生活を体験させることにつ
いては、ホストファミリーの厚意であり、契約上約
束されているものではありません。

（4）ホストファミリーの言語環境
ホームステイ先によっては、家族同士の会話に
おいて、「留学目的国の言語」以外の言語を話す
場合があります。家族の中に「留学目的国の言
語」が話せない方がいる場合などのケースもあり
ますが、参加者との会話以外の場合は家族間の
コミュニケーションとしてご理解ください。

（5）ホストファミリーの変更（参加者よりの希望）
参加者の個人的な理由かつ一方的な希望によ
るホストファミリーの変更はお受けできません。

（6）ホストファミリーの変更（現地の事情）
現地の家庭が参加者の受け入れを決定した後
でも、家庭内の不慮の出来事や家族の病気、ま
たは天災などやむを得ない事情により急に受け入
れが不可能になったり、滞在をお断りすることが
あります。この場合には受け入れ家庭を変更した
り、やむを得ずホテルや学生寮に滞在する場合
があります。

（7）ホームステイ中の食事について
食事は家庭で食事をとる時に家族と同じものが
提供されますが、何かの事情により食事の用意
がされなかったとしても、それが故意によるもので
なければ金銭での補償はありません。諸外国の
食事は質素であると感じるかもしれませんが、家族
と同じものが提供されている場合には、それに対
して不満を述べることはするべきではありません。
食事も異文化体験の1つととらえる心構えでいま
しょう。また、食事についてはご自身で準備してい
ただく場合もあります。

（8）滞在地区について
ホームステイ地区は主に学校から30～60分程
（大都市では60分～90分）の場所にあります。通
学は距離によって徒歩や自転車･バス･電車など
を利用し、その交通費は参加者の負担となりま
す。一度決定したホームステイは、居住している
場所や学校までの距離を理由に変更はできませ
ん。何らかの問題がある場合には、学校の宿泊
担当者へご相談ください。

（9）寮（レジデンス）滞在
パンフレット上の学生寮とは、各語学学校が契
約している民間寮（レジデンス）での滞在となり、
各部屋は原則として2～3人又は4人で使用しま
す（コースによっては1人部屋使用もあります）。
各部屋には机･ベッド･クローゼット（簡単な洋服
ダンス）があります。バス･シャワーやトイレ･コイン
ランドリーは共有する場合がほとんどです。

（10）寮（レジデンス）での生活･食事
レジデンスには一般旅行者やいろいろな目的の

　日本発着利用航空会社について

当プログラムでは、下記の航空会社（航空会社
略号案内）の利用を予定しております。

AA:アメリカン航空／AC:エア・カナダ／AF:エー
ルフランス／AY:フィンランド航空／AZ:アリタリア
ーイタリア航空／BA:ブリティッシュ・エアウェイズ／
BR:エバー航空／CA:中国国際航空／CI:チャ
イナエアライン／CX:キャセイパシフィック航空／
CZ:中国南方航空／DL:デルタ航空／EK:エミ
レーツ航空／EY:エティハド航空／GA:ガルーダ・
インドネシア航空／HA:ハワイアン航空／JL:日
本航空／JQ:ジェットスター航空／KE:大韓航
空／KL:KLMオランダ航空／LH:ルフトハンザド
イツ航空／LX:スイスインターナショナルエアライ
ンズ／MH:マレーシア航空／MU:中国東方航
空／NH: 全日空／NW:ノースウエスト航空／
NZ:ニュージーランド航空／OS:オーストリア航
空／OZ:アシアナ航空／PR:フィリピン航空／
QF:カンタス航空／QR:カタール航空／SK:スカ
ンジナビア航空／SQ:シンガポール航空／SU:
アエロフロート・ロシア航空／TG:タイ国際航空／
TK:トルコ航空／UA:ユナイテッド航空／VN:ベ
トナム航空／

利用予定航空会社については、日本発着時の
航空会社を表記しています。乗り継ぎ便や現
地内移動については他の航空会社となる場合
があります。

　渡航手続きについて

訪問国の入国ビザについては、ご希望によりお
受け致します。その際別途渡航手続き代行契約
を結ばさせていただきます。方面・業務の都合に
よりお受けできないこともございます。当社はお客
様ご自身に起因する事由により旅券・査証などの
取得が出来なくともその責任を負いません。それ
による取消・変更が発生した場合の取消料はお
客様負担となります。

　ホストファミリー・寮（レジデンス）について

ホストファミリーや寮の詳細は、最終行程表と共
に概ねご出発の7～3日くらい前（遅くとも前日ま
で）にご連絡いたします。但し、ホストファミリーの
プライバシー尊重のため、お知らせできる情報が限
られる場合がありますのであらかじめご了承下さい。
参加者側のさまざまな条件（アレルギーや喫煙の
有無など）や、現地の事情により決定が遅れたり、
一度通知されたホストファミリーが変更になる場
合もあります。
また、受入機関の都合で2軒以上のホストファミ
リー宅又は寮に滞在する場合もあります。いずれ
の場合も、それぞれのホストファミリーがプログラ
ムの趣旨を理解・賛同して皆さんを迎えてくれるこ
とに変わりはありません。一家庭での滞在者数は、
地域やコース、参加者の申込書内容等によって
異なります。全行程あるいは日程の一部で一家
庭に二人以上の複数名が滞在することがありま
す（複数滞在は、他国籍または日本人参加者と
一緒になる場合があります）。

（1）ホームステイの意義
ホームステイはホテルに宿泊するのではなく、宿
泊を提供する一般家庭に宿泊するものです。日
本からの参加者が、海外の家族と共に生活する
ことで、互いの国の文化・習慣・ものの考え方の
違いを実際に体験し、相互の理解を深めること
にホームステイの目的があります。

（2）ホームステイの定義
プログラム内でご紹介するホームステイは、宿泊
するための部屋と食事を提供することのみを契約
内容として、滞在費や食費を支払う下宿型のペ
イイングシステムによるホームステイとなります。
ペイイングシステムによるホームステイの場合、ホ
ストファミリーは宿泊するための部屋と食事を提
供することについては義務を負っていますが、余暇
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